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【目的】 

最近,マイクロプラスチック（MP）が地球上

のあらゆる環境に存在することが指摘され, 

それに対する懸念が募っている.しかし, 社会

的な懸念の実態は必ずしも明らかではない.  

一方, 海洋深層水（DSW）は, 近年の世界的

な合意に基づく SDGs の目標達成のための有

望な資源の一つであり, その利用にあたって

MPとその影響の有無を明らかにしておくこと

は重要である. そこで当学会の利用促進委員

会が世界中で発表されている論文を集め ,  

MP の生成, 定義および調査方法とその課題, 

海洋中での分布, そして海洋生物およびヒト

への懸念される影響とその可能性を検討した.  

【方法】 

2019 年 2 月から 2021 年 8 月までの 30 ヵ月

間, MP に関する学術論文を Google Scholar で

検索して 550 編を抽出した. 

【結果および考察】 

既存論文調査から, 自然界では主として太

陽光線中の紫外線で劣化し, 風や水の物理的

な力で細分化して 1~5,000 μm のサイズに至

ったプラスチックが概ね MP と呼ばれている

ことが明らかとなった. 紫外線は海水によっ

て吸収されるので, 海水中では MP の分解は

ほとんど進まない. MP は表層から深層までの

全層で存在が確認されているが, 一般に濃度

は 1m3に数 1,000 以下（多くは数 100 以下）

と極めて低い. また MP は自重沈降や動物プ

ランクトンの捕食により糞として排出される

などして沈降し, 最終的に海底に堆積する. 実

際に世界の多くの海洋底泥中から高濃度の

MP が検出されている. MP の重量の概ね半分

以上は炭素が占め, 海底では分解が進まない

ことを考えると, MP は地球温暖化防止に向け

て現在注目されている炭素の海底貯留に貢献

しているとも考えうる（ブルーカーボン機能

1））.   

海洋生物やヒトへの MP の影響として現在

考えられているのは, 環境中の有害化学物質

を吸着するので, それを海洋生物が捕食して

起こる生物濃縮の加速である. しかし, 海水中

には MP 以外に, 有害化学物質を吸着する大

小の粒状物が莫大な量存在しており 2), MP が

これに加えて生物濃縮を大幅に加速する可能

性は極めて低い. MP よりさらに小さいナノプ

ラスチックの存在の可能性が指摘されている

が, 海水中での実態はまだ明らかでない.  

従って, 現時点では DSW の利用の際の MP

による実質的な危険性は考え難い. また, ろ過

処理で MP を除去すれば, さらに安心して利

用できる. 現在の世界的な MP 問題は, 人間活

動によるごみの撒き散らしが広く海に起こっ

ていることを問題にしている印象が強い. 先

述の通り炭素の海底貯留を考えるとむしろ

MP は回収しないという選択肢もあるが, まず

何よりもプラスチックは使用後可及的速やか

に回収し, 燃焼・再生するようにして, 自然界

には出さないことが肝要である.  

なお本件については, 別途本学会の論文誌

に総説として発表する予定である. 
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